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施策の概要

施策事例４　産業振興関連施策

25,115,909 千円

愛媛県 西条市 企画経済部産業振興課ふるさと産品係

0897-52-1490 

http://www.city.saijo.ehime.jp/

平成 19 年度から

参考とした施策

関 係 施 策 分 類

事 業 期 間

ホ ー ム ペ ー ジ

電 話

担 当 課

標 準 財 政 規 模

人 口 114,606 人

⑦ , ⑩

1 	取り組みに至る背景
愛媛県東部に広がる道前平野に位置する西条市は、県下屈指

の規模を誇る約 4,800 ヘクタールもの経営耕地を持つ。その広
大かつ肥沃な農地では、生産量日本一の愛宕柿や裸麦、春の七
草をはじめ、にんじん、ほうれん草、ねぎ、きゅうり、キャベツ、
メロン、いちごや梅など、バラエティに富む農作物が生産され
ている。また、それらの多くは、生産量において県下第 1 位の
地位を占めており、市民が「安心・安全・美味・新鮮」な「食」
を摂取する上で、当市は極めて恵まれた環境を有している。

こうした中、以前から当市は、「元気なまち・西条」をテー
マとする情報発信に取り組んでいたところであるが、そのため
には「まず市民が健康で元気でなければならない」との認識の
下、「食の宝庫」という地域特性も踏まえて、市民の「食」に
対する関心を喚起し、健全な食生活を回復することなどにより、

「食」から「元気なまち・西条」の実現を目指すこととした。

2 	事業内容（目的・目標・方策）
市民を対象として、野菜と果物の魅力をわかりやすく伝えることができる「ジュニアベジタブル & フ

ルーツマイスター（野菜ソムリエ）」の育成を図ることを目的として、この事業を実施することとなった。
この事業は、平成 19 年 4 月 1 日にオープンした、当市の「水・食・農」の情報発信拠点「食の創造館」

において、日本ベジタブル & フルーツマイスター協会が実施する「ジュニアベジタブル & フルーツマイ
スター講座（以下「講座」という。）」を開講するとともに、「ジュニアベジタブル & フルーツマイスター」
の資格を取得した受講者に対して、補助金を交付するものである。

この事業を実施して、「ジュニアベジタブル & フルーツマイスター」の資格の取得を奨励することに
より、市民レベルで有資格者を拡大し、特に地元産の野菜や果物の魅力、「食」に関する正しい知識の普及・
浸透を図ることにより、「健康で元気な市民の育成」、さらには「元気なまち・西条」の実現を目指している。
（1）補助対象経費

講座の受講に係る受講料
（2）補助対象者

ジュニアベジタブル
&フルーツマイスター
育成支援事業
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予算関連データ

施策事例４　産業振興関連施策

4

平成 20 年度額
①～⑤の計

財源内訳（財源区分 : ①～⑤）
①国費 ②県費 ③起債 ④その他 ⑤一般財源

1,650 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 1,650 千円

①
～
④
の
名
称
・
所
管
等

名　称

所　管

金　額

補助率

当市に住所を有する者で、「ジュニアベジタブル & フルーツマイスター」の資格を取得した者
（3）補助金額

補助対象経費に 2 分の 1 を乗じて得た額（1,000 円未満の端数は切り捨て。上限 55,000 円）

3 	施策の開始前に想定した事業効果
将来は「野菜ソムリエが 100 人いるまち」という情報を全国に発信することで、「食」に関する

当市の知名度の向上が期待できること、また、全国各地の野菜ソムリエ仲間との交流を通じて、「食」
に関する情報交換の活発な展開を想定した。

さらに、市民が地元産食材のよさに目を向けるようになり、「地産地消」「食育」がより浸透する
ことも、事業効果として想定した。

4 	導入にあたり工夫・苦労した点、課題、対処法など
日本ベジタブル & フルーツマイスター協会の福井理事長と当市とのつながりにより、資格を取

得するための「講座」は、スムーズに当市に誘致することができた。
しかしながら、資格を取得してから野菜ソムリエとして取り組む活動の具体化や、その展開方法

のあり方が今後の検討課題となっている。
また、野菜ソムリエ間の交流と連携を推進するために、「ベジフルコミュニティ」の結成を促進

して、「食」に関する情報発信を強化していくことも、課題の一つとなっている。

5 	現在の成果・実績、今後の展開など
現在、当市に約 60 名（H21.5.31 現在）の野菜ソムリエの仲間が誕生しているが、彼らが地元農

家を直接訪問して、生産者の農業に対する思いや栽培方法に対するこだわりを聞き、それを周囲に
伝えることで地元産食材の PR を図った結果、その模様がテレビで放映されたほか地元紙にも掲載
され、地元産食材はもとより、当市の「食」に関する取組みの PR に一役買った。

また、当市の広報紙において、野菜ソムリエが野菜の選び方や保存方法、調理方法等を紹介する「ふ
るさと産品通信」という連載コーナーを設けて、市民に対する「食」に関する知識の普及や、市民
の「食」に対する関心の喚起を図っている。

西条市
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